
令和３年度 授業改善推進プラン      国立市立国立第一中学校 

 

全生徒に下記内容で授業アンケートを実施し、その結果等を踏まえ、授業改善推進プランを作成した。 

（アンケート内容） 

  ア～エの項目に対し、 ①よくあてはまる ②あてはまる ③あまりあてはまらない ④あてはまらない 

  のいずれかで回答するよう実施した。 

ア 自分はよい態度で授業を受けた。 

イ 自分は授業のねらい内容が理解できている。 

ウ 授業はわかりやすい。 

エ 授業には意欲的に取り組むことのできる工夫がある。 

 

国

語

科 

教科の目標 
言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で正確に理解し適切に表現す

る資質・能力を育成する。 

【 生徒の現状(アンケート結果を含む) 】 

・「イ」は、全学年①②の合計が９割を超えて

いる。 

・「ア・エ」は①②の合計が９割超～８割程度、

「ウ」は、９割超～７割程度の学年がある。 

・授業アンケートの結果から、生徒は概ね目標

を意識し課題に取り組んでいるといえる。 

【 課題 】 

・生徒の意欲を更に喚起する学習課題の設定

や学習活動の工夫が必要である。 

・下位の生徒にも、よりねらいが分かりやす

く、意欲を高めることができる授業の工夫を

する必要がある。 

・複雑で難しい内容になると、じっくりと考え

ずすぐ答えを知りたがりがちである。(１年) 

【 具体的な授業改善策 】 

・個人で考える時間を必ず作り、その後で話し合って答え

をまとめさせる。個人の意見を尊重する。 

・漢字学習は家庭で自主的に習慣的に取り組めるように

工夫する。（以上１年） 

・社会生活に関わる学習課題を設定し、ＩＣＴ機器の活用

場面も取り入れながら、生徒の意欲を高める。（以上２

年） 

・漢字練習、語句の意味調べ、ワークは自学自習の課題と

し、誤答などに対し適切な支援を行い、自ら調整させる。 

・単元の中に、自ら考え表現できる機会を必ず設ける。（以

上３年） 

【 新型コロナウィルスへの対応について 】 

・交流活動は、ワークシートまたは chromebookを使用す

る。 

・話し合い活動は、机を付けずに距離を取り、対面せずに

行わせる。 

 

  

「本校の目指す授業」 

・基礎・基本の定着を図る授業 

・生徒が意欲をもち、主体的・積極的に学習に取り組める授業 

・表現力を培うための対話的な活動を取り入れた授業 



 

社

会

科 

 

教科の目標 

・基礎・基本を大切にしながら、社会の学習を通して、社会的事象の原因と結果、課題を

把握し、解決していく能力を身に付けていく。 

・課題解決的な学習を通じて思考力を養う。 

【 生徒の現状(アンケート結果を含む) 】 

・「ウ」は、全学年①②の合計が９割を超えている。 

・「ア・イ」は①②の合計が９割超～８割５分程

度、「エ」は、９割超～８割程度の学年がある。 

・落ちついた中で授業に集中できている 

【 課題 】 

・発言の場面になると一部の生徒しか手が挙

がらないので、全員が自分の意見を述べる

機会をつくり、活発に意見を交換できるよ

うにすることが課題である。（１年） 

・対話的な学びでは、活発な議論が交わされる

が、意見発表をためらったり、まとめること

を苦手と感じたりする生徒も多い。紙面や

Google フォームで意見や感想を書くことが

よくできている。より、表現力を身に付けさ

せていくことが課題である。（２年） 

・意欲的に取り組む工夫の項目について、「新

たな課題」や「展開」などが用意できるよう

にする必要がある。（３年） 

【 具体的な授業改善策 】 

・chromebook を用いた意見交換や共同編集で、主体的な

学びの場面を増やす。また単元のまとめとしてレポート

やスライドを作成し、表現力を高める。（１年） 

・対話的な学びでは、口頭による意見発表のほかに、リア

ルタイムで入力した意見を大型画面に映し出す形で、表

現する形を取ろうと考えている。対話的な学びで表現の

手法を広げることで、より活発な議論の展開が可能にな

ると考えている。（２年） 

・授業のある部分においては映像や chromebook、発表等

を活用し、視覚に訴えたり自分で考え答えを探す作業な

どを通し、意欲的に取り組むようにしていく。（３年） 

【 新型コロナウィルスへの対応について 】 

・換気の徹底、適切な距離の確保、マスクの着用 

・班になっての話し合いをしない 

 

数

学

科 

教科の目標 

①数量や図形に関する基礎的な知識や表現・処理する技能を身に付ける。 

②数学を活用して、論理的に考察したり、統合的・発展的に考察したりする力を養う。 

③数学の楽しさや数学のよさを実感し、粘り強く考える態度を養う。 

【 生徒の現状（アンケート結果を含む） 】 

・「ア」～「エ」のすべての項目で全学年①②

の合計が９割を超えている。 

・計算問題や入試問題等、問題を解くというこ

とに対して非常に努力を重ね、学年が上がる

につれて実力を付けてきている。 

【 課題 】 

・主体的に粘り強く取り組む姿勢に課題がある。 

・文章題においては、自分の考えを文字化・式

化できない課題がある。 

・単元のつながりや基礎知識を生かした長期

的記憶にはつながっておらず、深い学びには

至っていない点が課題。 

【 具体的な授業改善策 】 

・定期的に計算力テストを行い、実態把握や技能の定着に

生かす。発展問題を扱うときは、十分な時間を与え、机

間指導で適切な助言を行うとともに、グループワーク等

の学習形態を使い分ける。 

・基礎を活用できる応用問題を扱い、粘り強く取り組ませ

ることで自信を高めていく。 

・根本的な理解が不十分な生徒が多いので、その理由をき

ちんと説明できるよう指導を徹底していく。 

・定義や理論などの細かい部分の理解を重視し、活用する

ことで、数学のよさを実感したり、論理的思考力を高め

たりすることにつながるよう、課題設定をしていく。 

【 新型コロナウィルスへの対応について 】 

・マスク着用の徹底、ソーシャルディスタンスの維持、換

気の徹底。 

  



 

理

科 

教科の目標 
科学的に探究する能力の基礎と態度を育てるとともに自然の事物・現象についての理解を

深め、科学的な見方や考え方を養う。 

【 生徒の現状(アンケート結果を含む) 】 

・「ア・エ」は、全学年①②の合計が９割を超

えている。 

・「イ・ウ」は①②の合計が９割超～８割程度

の学年がある。 

・学年、単元が難しくなるにつれて、授業が難

しいと感じる生徒が増加している。 

・基本問題は正解が多いが、応用問題になると

集中力を欠き、不正解者が増える。 

【 課題 】 

・科学的な思考力が伸び悩んでいるので、思考

力を上げることが課題である。 

【 具体的な授業改善策 】 

・視聴覚機器、動画、シミュレーションなどを活用によっ

て視覚化を図ることで、意欲を高めるとともに、思考力

の向上につなげていく。 

・定期的な問題演習を実施し、ステップごとに学習の定着

を図る。 

・化学式など、つまずきやすい分野においては、演習等の

時間を多くとることで理解を深めていく。 

【 新型コロナウィルスへの対応について 】 

・理科室において、実験用机の間に生徒用机を互い違いに

配置し、密にならない工夫を実施。 

・入室前の手洗い、消毒。実験器具の使用の都度の消毒。 

 

 

英

語

科 

教科の目標 

英語を通じて、基礎基本を学びながら、その背景の文化、自分の周りや世界にも目を向け

られる生徒を育成する。 

生徒が英語に触れる時間を多く設定することを通して、基礎・基本の習得から活用へつな

げられるような授業づくりを行う。 

【 生徒の現状(アンケート結果を含む) 】 

・「ア」は、全学年①②の合計が９割を超えて

いる。 

・「イ・ウ・エ」は①②の合計が全学年 85％以

上である。 

・授業を受けたときは理解したつもりである

にもかかわらず、自宅での学習や定着につな

がっていない傾向が見られる。 

【 課題 】 

・言語活動を通して何を身に付けたかが分か

らないことが課題である。 

・意欲的に授業取り組む工夫が不十分である

と思われる。 

【 具体的な授業改善策 】 

・授業の復習を毎回徹底して行い、授業内容を何回にもわ

たって定着させていく。 

・興味をそそる導入や生徒の雰囲気をよくするテンショ

ンで授業を進める。 

・授業のねらいを示し、授業の終わりにどういうことがで

きるようになったかを振り返るという流れを作る。ま

た、言語活動を行う前にモデルを示し、どのような活動

をしていくのかの見通しをもてるようにする。 

・授業のねらいを明確にし、各活動の後、授業の終わりに

は必ず振り返り、定着を図るように授業を進める。作業

が理解できないままで進めることがないように配慮の

必要な生徒に対応する。 

【 新型コロナウィルスへの対応について 】 

・入室前の手洗い励行、教室の換気、着席によるペアワー

クの実施（複数人で集まる密の状態を作らないようにす

るため） 

 

  



音

楽

科 

教科の目標 
表現及び鑑賞の幅広い活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の

音や音楽、音楽文化と豊かに関わる資質・能力を育成することを目指す。 

【 生徒の現状(アンケート結果を含む)】 

・「ア」「イ」は、全学年①②が 8割以上ある。 

・「ウ」「エ」に関しては、それよりも低い数字

がでている学年があった。 

・授業に対して一生懸命取り組む生徒が多い

が、楽典等についてかなりの差がある 

【 課題 】 

・曲の良さ等感じ取ってはいるが、それを文章

で表現することが苦手な面も見受けられる。 

・音楽を構成している諸要素や歌詞、時代背景

などから、その音楽についてもっと深く追求

し分析できることが課題。 

【 具体的な授業改善策 】 

・パート内や少人数でお互いの考えを話し合う場面を作

ったり、ワークシートで書く機会を増やしていく。 

・楽典が無理なく覚えられるよう、プリントで繰り返し復

習していく。 

・話し合いの時間をつくり他者の意見や考えを知る場面

をつくる。 

【 新型コロナウィルスへの対応について 】 

・換気の徹底   

・座席配置の工夫（間隔をとり市松模様）   

・マスク着用で歌唱 

・歌唱時（パート練習、全体練習とも）の向きは一方向 

 

美

術

科 

教科の目標 
表現及び鑑賞の幅広い活動を通して、造形的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の

美術や美術文化を豊かに関わる資質・能力を育成することを目指す。 

【 生徒の現状(アンケート結果を含む) 】 

・「ア」「イ」「ウ」は、全学年①②の合計が 9割

を超えているが、「エ」は①②の合計が 9 割

をほんの少し切る学年があった。 

・授業では学習活動に積極的に取り組む生徒

が多く、発問・質問ともに活発に行う様子が

見られる。プリントの提出率については学年

によってばらつきがあり、内容についても理

解度の差が大きい。 

【 課題 】 

・他の項目に比べ、「意欲的に取り組む工夫」

が少し低いことが課題。 

【 具体的な授業改善策 】 

・意欲的に取り組む工夫としては、制作方法についての動

画視聴や、鑑賞における画像拡大など、各生徒のタブレ

ットを活用し、参照しやすい環境を整える。また学習内

容の理解度をこまめに把握するために、タブレットによ

る小テストを取り入れる。 

【 新型コロナウィルスへの対応について 】 

・グループ制作については行わない。 

・鑑賞の話し合い活動には ICT機器を積極的に活用する。 

・共有の道具で必要なものについては手洗いをさせてか

ら貸し出す。 

   

保

健

体

育

科 

教科の目標 互いの技能を認め合い、安全に考慮して活動をする中で、基礎・基本の定着を図る。 

【 生徒の現状(アンケート結果を含む) 】 

・①②の合計が、全学年、全項目９割を超えて

いる。 

【 課題 】 

・運動が好きな生徒とそうでない生徒の二極

化が進んでいる。運動が苦手な生徒たちが意

欲的に取り組むようなアプローチの工夫が

課題である。 

・授業の見通しやねらい等を理解できていな

い一面もあるので、見通しが立てられるよう

にする。 

【 具体的な授業改善策 】 

・ルールや場の設定を工夫し、生徒が意欲的に取り組める

ようにする。また、口頭での指示では伝わりにくいもの

に関しては、積極的にＩＣＴを用いる。 

・授業内容が同じであっても、毎時間必ず単元のねらいと

その日のねらいを確認する。 

【 新型コロナウィルスへの対応について 】 

・生徒が話をする場合には、間隔を空け活動する。 

・接触の多い種目はルールを工夫し、接触をなるべく避け

る。 



 

技

術

科 

教科の目標 
技術の見方・考え方を働かせ，ものづくりなどの技術に関する実践的・体験的な活動を通

して，技術によってよりよい生活や持続可能な社会を構築する資質・能力を育てる。 

【 生徒の現状(アンケート結果を含む) 】 

①②の合計の割合について 

・「ア」は全学年９割を超えている。 

・「イ」は８割を切る学年がある。 

・「ウ」は８割～９割の学年になっている。 

・「エ」は全学年８割台である。 

【 課題 】 

口頭、板書、実演での多様な作業説明が必

要である。 

【 具体的な授業改善策 】 

・ワークシートにより明確にねらいを書く。学習内容のよ

り明確なワークシートを作成する。 

・作業の説明に書画カメラ等の機器を使用する。 

・生徒の発達段階に応じて学習内容の順番を変える。 

【 新型コロナウィルスへの対応について 】 

・対面での作業を避けるために、作業台の間にシールドを

設置し、飛散防止をしている。 

 

家

庭

科 

教科の目標 

生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、衣食住などに関する実践的・体験的な活動を通

して、よりよい生活の実現に向けて、生活を工夫し創造する資質・能力を次の通り育成す

ることを目指す。 

【 生徒の現状(アンケート結果を含む) 】 

・「ア」「イ」は、全学年①②の合計が９割を超

えているが、「ウ」「エ」は①②の合計が９割

をほんの少し切る学年があった。 

・生徒は概ね、目標を意識しながら、意欲的、

主体的に学習に取り組んでいると言える。 

【 課題 】 

・下位の生徒にも、より意欲を高めることがで

きる授業の工夫をする必要がある。 

【 具体的な授業改善策 】 

・生活に関わる学習課題を設定し、ＩＣＴ機器の活用場面

も積極的に取り入れながら、生徒のわかりやすさや、授

業に取り組む意欲を高める。 

【 新型コロナウィルスへの対応について 】 

・教室の換気、席の配置の工夫、手洗いや消毒の励行。 

・作業台の間にシールドの設置。 

・交流活動は、ワークシートまたはクロームブックを使用

する。 

 

 


